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の検索結果を示しました．
 今後とも人間ドックの充実を計り疾患の早期発見，
治療に努めたいと思う，
 46．浦和市立病院における3年間の歩み
            田宮  誠，佐々木宏晃
           （浦和市立病院消化器内科）
 47．城東病院1年の歩み
         佐藤 裕一（社会保険城東病院）
 指定講演1．膵癌の長期生存例の背景因子
       今泉 俊秀（消化器病センター外科）
 治療成績の悪い膵癌に対して拡大手術を導入した結
果，治癒切除率は飛躍的に向上した。
 進行癌が大多数である膵管癌の中にあって，治癒切
除の多い頭部癌では3年以上長期生存例を6例（5年
生存3例）得ることができたが，体尾部癌では1年半
以上生存例はなかった．嚢胞腺癌の予後は良好であっ
た．膵頭部膵管癌治癒切除23例について進展因子から
予後良好な背景因子を検討した結果，膵外への進展の
ない早期症例が必須の条件で，更に拡大手術で治癒切
除を行うことが必要であった．早期症例の発見のため
には初発症状としての腹痛に対する診断手／l贋により，
2ヵ月以内に確診を得る必要があった．習熟者による
USスクリーニングは極めて有用であり，切除例に占
める3cm以内の比較的小膵癌の割合は最近5年間で
13％から43％へと急増してきており，これらに拡大手
術によって治癒切除を行えば，今後更に長期生存例が
増えることが期待される．
 指定講演2．B型肝炎の発症機序一その免疫学的背
景一
       山内 克己（消化器病センター内科）
 B型肝炎ウイルス（HBV）感染後，多彩な臨床経過
をたどることが知られている．その背景に存在する感
染宿主の免疫反応の機構を解析した，
 慢性肝炎の予備群であるHBs抗原キャリアーリン
パ球の，HBs抗原に対する免疫反応を検討した結果か
ら，その免疫学的寛容状態はHBs抗体を産生するB
細胞の機能異常とHBs抗原特異的抑制性T細胞の存
在とにより維持されていることが明かになった．また，
同様の現象はHBワクチンに対する非応答者におい
ても認められた．一方，劇症肝炎においては，その末
檎血中における2種類のT細胞のバランス異常，
Leu－2a＋15＋抑欄性T細胞の低下とLeu－2a＋15一キ
ラーT細胞の増加が，臨床症状と一致して認められ
た．またこのLeu－2a＋！5｝細胞は肝組織内にも認めら
れ肝炎発症とぎわめて重要な関連を持っていることが
示唆された．
 教育講演 消化器内視鏡の現状と将来
     鈴木  茂（消化器病センター内視鏡科）
 現在使用されている内視鏡の精度は最小な識別能で
は小腸絨毛を判別する程度の能力を持っている．しか
し，単純な色調差の識別では人間の視覚にたよらざる
をえない面があり，赤色調の変化の判別よりも白色調
の色差の判別の方が困難である．そこで微小なものの
識別や観察の精度を向上させる手段として色素内視鏡
が応用される．色素内視鏡の研究は観察能向上のため
の補助的役割を越えて，消化管粘膜の機能を視覚化す
る検査法に発展した．現在の内視鏡はこのような微細
な形態診断に加えて，消化管病変の治療にその範囲を
拡大している．さらに他の画像診断法との併用も進ん
でいる．この領域は今後ますます発展することが予想
される．最近開発された電子内視鏡は優れた特性を持
ち，消化管粘膜とそこに発生する異常の画像解析を容
易にし，現在の内視鏡を大きく変貌させつつある．
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